
（株式会社JTB） 事業実施期間令和4年度
（⾼知県）

●地域貢献、地⽅創⽣と関連させ、⾼知県の農業をアピール！
●⾼知県の魅⼒を農業を通じてアピールし、関係⼈⼝を増やす
●JA⾼知と連携しながら、⼈⼿不⾜に課題を抱えている地域へ農業⽀援へ

株式会社JTB ビジネスソリューション事業本部 第四事業部
営業第四課

アグリチーム 5名

令和４年度
農業労働⼒産地間
連携等推進事業

令和４年度取組み内容

事業実施主体構成員

産地間連携参加⼈員：2022年度50名⽬標
2022年度実績：延べ46名

成果⽬標と進捗

今年度の取組み内容

ア 労働⼒の需給状況の把握（地域の状況及び労働⼒提供可能な者の把握等）

＜JA⾼知、JA安芸と連携＞
・2021年度にトライアルとして北川村のゆず収穫を実施。その後北川村の収穫や県東の東洋町での⼈⼿不⾜が課題となっているとの調査結果が出ており、
2022年度は産地間連携として、北川村のゆず、東洋町のぽんかん作業を実施するに⾄る。

・事業が具体化される時から、東洋町のぽんかん部会にはコンタクトを取っており、県外からの作業員を踏んででも労働⼒がほしいとのことで⼀致。
＜アンケートより＞
・特に東洋町では、⽴地の関係もあり、⼈⼝減少と深刻な労働者不⾜が進んでいるとのことで、各農家ともに果樹を収穫しきれない事象が発⽣。
・バイトアプリもなかなか浸透しておらず、紹介経由での労働⼒確保が⼤多数。ただその⽅法にも限界がある。

イ 産地内での労働⼒確保・育成

・JA⾼知と連携し、ご希望園地への確保に動く。
・労働⼒確保においては、JTBより過去の実績者にアプローチを⾏うかつ、新規集客を⽬的として
SNSや農業系起業と連携し、さまざまなアプローチを⾏う。

・採⽤前にはオンライン⾯接を実施し、作業の注意事項や農作業の⼼得を伝達。

・県内では、⾼知県内での⼤学⾼校、農業系企業にアプローチを実施し労働⼒の確保を継続中。



（株式会社JTB） 事業実施期間令和4年度
（⾼知県）

今年度の取組み内容
ウ 他産地・他産業との連携による労働⼒確保
●産地間連携① 【ゆず収穫】 JTB2回⽬の「JTBアグリケーションⓇ」造成商品として展開
参加者：全国から30名 7泊8⽇ 宿泊：奈半利町内 実施：北川村
実施⽇程：11/12（⼟）〜12/10（⼟） 男性：13名 ⼥性：17名
実施⽇程（４コース有）：A→1/12（⼟）〜11/19（⼟）、B→11/19（⼟）〜11/26（⼟）、C→11/26（⼟）〜12/3（⼟）、D→12/3（⼟）〜12/10（⼟）
１つの農園に受⼊を許可いただき実施。収穫⼜は選別作業を中⼼に実施する

●産地間連携② 【ぽんかん収穫】 JTB2回⽬の「JTBアグリケーションⓇ」造成商品として展開
参加者：全国から16名 7泊8⽇ 宿泊：東洋町 実施：東洋町
実施⽇程（２コース有）：E→12/10（⼟）〜12/17（⼟）、B→12/17（⼟）〜12/24（⼟）
男性：7名、⼥性：9名 ５つの農園に受⼊を許可いただき実施。収穫⼜は選別作業を中⼼に実施する
エ 労働⼒等のマッチング及びデータベース化
★あらゆる⼿法で集客活動を実施
・JTBの集客⽅法
①過去のJTB取扱農業系ツアーの実績者へDM
②JTB公式のSNSへの掲載（Twitter、Facebookへの掲載）
③JTB BS第四事業部内の営業マンへの周知と、担当企業へのチラシ持参セールス
④農業ＪＯＢ（連携）への掲載、会員へＤＭ発信
⑤農家のおしごとナビへの掲載、対象者DM発信 等

結果、④が⼀番集客が多かった。⼟台として農業に⼀定数の興味を持っている⽅が反応がよかった。⑤は間際での申し込みが多かった。

オ 農業の「働き⽅改⾰」への取組
●上記、JTBアグリワーケーションを利⽤することで、「旅⾏と農業と仕事を⼀度に体験できる」商品となっており、
①副業②農業興味有③地域興味有④家事＋農業などの⽅々を取り込む⼀つのツールとなっている

●農家側の変化
募集から精算まで、上記にて多くの⼈に農作業を実施いただくことで、農家経営者は別の作業ができることとなり作業効率UPに繋げることができた。

令和４年度
農業労働⼒産地間
連携等推進事業



（株式会社JTB） 事業実施期間令和４年度
（⾼知県）

本事業取組みにおける成果項⽬ 次年度以降の取組み内容

令和４年度
農業労働⼒産地間
連携等推進事業

●産地間連携事業：
新規参加の⽅のべ46名を発掘することができたが、⽬標の
50名には届かず。
実施時期が冬で実施したこともあり、直前でコロナにか
かってしまった⽅や、感染を危惧された⽅などが⼀定数い
らっしゃり伸び悩んだ。

●参加のうちのべ32名は新規参加となり、次回も参加ター
ゲットとできる⼈材となる。

●アグリワーケーションの実績がメディアにも取り
上げられ、新しい農業との関わり⽅をアピールす
ることができた。

●⾼知県の魅⼒を農業を通してアピールし、観光も
取り⼊れたことで、「また⾼知県に来たい！」と
おっしゃる⽅が増えた。実際に２回の産地間連携
に参加いただいた⽅も複数いらっしゃった。

●農家の業務を軽減するために、募集活動を外部に⼀元化
することで、経営者サイドの負担を減らすこととなり、
今後も推進していきたい。

●北川村にて実施を検討
産地間補助は適⽤外となるが、⾼知県と連携し予算組を
はかり、補助を最⼤限に利⽤したアグリワーケーション
ツアーを造成する。

●参加者のレベルを上げていくため、今後のツアーに関して
は作業リーダー候補として勤務の就寝を担ってもらう。
●学⽣をターゲットとしたアグリキャンプ（農業＋合宿＋研
修）の取扱強化。
●JA⾼知と連携し、他のエリア含めた
⼈⼿不⾜地域にスポットを当てて農作業を⾏う。


